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弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

▼
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
国
境
な
き
記

者
団
」
が
今
年
発
表
し
た
報
道

の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本

は
11
ラ
ン
ク
下
げ
て
72
位
に
後

退
し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
本

来
あ
る
べ
き
姿
と
は
、
元
々
公

的
権
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
国

民
の
声
を
代
弁
す
る
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近

年
は
、
権
力
者
の
手
先
に
成
り

下
が
る
な
ど
、
そ
の
腐
敗
ぶ
り

は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
▼
２
０
１
０
年
民
主
党
政

権
時
11
位
だ
っ
た
ラ
ン
ク
は
、

15
年
61
位
、
そ
し
て
今
年
72
位

と
急
激
に
そ
の
ラ
ン
ク
を
下
げ

て
い
ま
す
。
▼
「
国
境
な
き
記

者
団
」
は
、
記
者
も
処
罰
さ
れ

か
ね
な
い
日
本
の
「
特
定
秘
密

保
護
法
」
の
影
響
と
、
と
り
わ

け
「
安
倍
首
相
に
対
し
て
」
メ

デ
ィ
ア
の
自
主
規
制
が
働
い
て

い
る
と
指
摘
し
、
５
段
階
評
価

で
は
「
問
題
が
あ
る
」
に
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
▼
ま
た
、
同

団
体
は
、
国
谷
裕
子
や
古
館
伊

知
郎
、
岸
井
成
格
な
ど
人
気
キ

ャ
ス
タ
ー
が
一
斉
に
降
板
し
た

問
題
を
取
り
上
げ
「
安
倍
晋
三

政
権
は
メ
デ
ィ
ア
規
制
を
強
め

市
民
の
権
利
を
奪
っ
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
▼
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ネ
ル
ソ

ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
は
「
報
道
は

国
家
の
干
渉
か
ら
自
由
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
日
本
は
真
逆
の

方
向
に
進
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
政

権
の
政
策
を
そ
の
ま
ま
垂
れ
流

し
て
い
ま
す
。
信
用
で
き
な
い

メ
デ
ィ
ア
の
存
在
は
国
民
に
と

っ
て
不
幸
で
す
。　
　

（
今
）

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

青
森
県
連
絡
会
結
成

「分断」から「連帯」へ
国民的連帯のさらなる強化を！

　

野
党
統
一
候
補
田
名
部
匡
代

氏
が
勝
利
し
た
２
０
１
６
年
７

月
10
日
は
、
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
日
と
な
っ
た
。
選
挙

区
で
の
衆
参
議
員
６
名
す
べ
て

を
自
民
党
が
独
占
す
る
「
保
守

王
国
青
森
」
で
、
野
党
統
一
を

実
現
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
当

選
を
勝
ち
取
っ
た
日
だ
か
ら
で

あ
る
。
財
界
・
政
府
の
根
本
目

的
は
、
大
企
業
の
最
大
利
益
で

あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
消

費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
年
金
削

減
、
カ
ジ
ノ
法
な
ど
の
国
民
生

活
を
破
壊
す
る
政
策
を
強
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
攻
撃
の
手
法
は
常
に
、
国
民

を
「
分
断
」
し
て
敵
対
的
な
関

係
を
つ
く
り
、
国
民
を
バ
ラ
バ

ラ
に
し
て
、
反
対
す
る
国
民
の

結
集
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
「
分
断
」
を

青
森
県
で
打
ち
破
っ
て
、
県
民

的
「
連
帯
」
を
実
現
し
た
こ
と

が
、
田
名
部
匡
代
氏
勝
利
の
根

源
的
勝
因
で
あ
っ
た
。
３
・
11

東
日
本
大
震
災
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
に
「
生
き
る
と
は
何

か
」
「
人
間
の
尊
厳
と
は
何

か
」
を
問
い
か
け
た
。
そ
し
て

多
く
の
国
民
が
「
人
間
的
連
帯

感
」
を
持
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
駆
け
付
け
た
。
自
然
災
害

で
あ
る
地
震
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
。
だ
が
、
福
島
第
一
原

発
事
故
は
国
民
に
安
全
神
話
を

植
え
つ
け
、
原
発
拡
大
政
策
を

推
し
進
め
て
き
た
政
府
・
電
力

会
社
に
よ
る
「
人
災
」
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
主
権

者
で
あ
る
国
民
が
「
行
動
す
る

市
民
」
と
し
て
、
自
ら
が
考
え

自
ら
の
判
断
で
国
会
包
囲
や
各

地
で
の
金
曜
行
動
に
立
ち
上

が
っ
た
。
そ
の
後
２
０
１
４
年

の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
閣

議
決
定
、
２
０
１
５
年
の
戦
争

法
強
行
可
決
へ
の
反
対
闘
争
の

中
で
、
自
ら
の
願
い
や
要
求
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
「
政
治

変
革
」
が
必
要
で
あ
り
、
立
場

を
超
え
た
「
連
帯
」
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
国
民
の

中
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ

の
到
達
点
が
参
議
院
選
の
32
の

１
人
区
す
べ
て
で
の
野
党
統
一

候
補
の
実
現
で
あ
り
、
11
の
選

挙
区
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
衆

議
院
選
挙
を
目
前
に
「
分
断
」

を
乗
り
越
え
て
「
国
民
的
連

帯
」
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
２
９
５
す

べ
て
の
小
選
挙
区
で
野
党
統
一

候
補
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
が
、
喫
緊
の
課
題
と

し
て
我
々
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被

爆
者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国

際
署
名
（
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
」
）
が
今
年
の
４
月
か
ら

世
界
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
中
央
で
は
日
本
被
団

協
・
原
水
協
・
原
水
禁
国
民
会

議
・
生
協
連
・
全
労
連
な
ど
34

団
体
な
ど
で
国
際
署
名
推
進
連

絡
会
議
を
結
成
し
ま
し
た
。
本

県
で
は
、
11
月
12
日
に
23
団

体
・
33
名
が
参
加
し
て
連
絡
会

を
結
成
し
て
署
名
の
取
組
み
を

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
被

害
者
の
会
、
原
水
協
、
原
水

禁
、
生
協
連
の
代
表
が
共
同
代

表
、
事
務
局
は
生
協
連
）
。
取

り
組
み
期
間
は
16
年
４
月
か
ら

20
年
９
月
ま
で
で
す
。
連
絡
会

の
会
費
は
団
体
３
０
０
０
円
、

個
人
は
１
０
０
０
円
で
、
連
絡

会
は
積
極
的
な
参
加
を
よ
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
国
連
第
１
委
員

会
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
向

け
た
交
渉
を
17
年
に
開
始
す
る

よ
う
求
め
た
決
議
案
を
１
２
３

カ
国
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。
米
英
仏
露
の
核
保
有
国
な

ど
35
カ
国
は
反
対
し
ま
し
た
が

（
中
国
は
棄
権
）
、
日
本
は
ア

メ
リ
カ
の
圧
力
に
屈
し
て
反
対

し
ま
し
た
。
唯
一
の
被
爆
国
の

日
本
が
反
対
し
た
こ
と
は
被
爆

者
を
冒
涜
す
る
も
の
で
す
。　

　

12
月
12
日
、
青
森
市
で
連
絡

会
と
し
て
初
め
て
街
頭
宣
伝
と

署
名
活
動
を
展
開
、
10
団
体
か

ら
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県

原
爆
被
害
者
の
会
の
田
中
庄
司

会
長
（
86
歳
）
が
マ
イ
ク
握

り
、
「
生
き
て
い
る
う
ち
に
核

兵
器
廃
絶
の
道
筋
を
つ
け
た

い
」
と
国
際
署
名
の
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。
30
分
で
56
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

県
労
連
議
長
　
奥 

村      

榮

23
団
体
が
参
加
し
た

連
絡
会
結
成
総
会

連
絡
会
と
し
て
初
め
て
の

署
名
活
動
（
56
筆
）

一戸義規・画
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第314回
まちがい
さがし

２
か
月
に
一
度

の
年
金
支
給
を
ぜ
ひ
毎
月
支
給

に
し
て
ほ
し
い
。
元
を
た
だ
せ

ば
私
た
ち
高
い
保
険
料
預
け
て

あ
る
ん
で
す
ね
。
若
い
人
た
ち

南スーダンから撤退！
太平洋戦争開戦の日青森集会

悪
政
ス
ト
ッ
プ
17
春
闘
を
意
気
高
く

ー
県
労
連
第
33
回
評
議
員
会
ー

17
春
闘
方
針
案
を
提
案
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
①
「
17
春

闘
勝
利
決
起
集
会
」
の
２
月
開

催
②
最
賃
の
大
幅
引
き
あ
げ
を

求
め
４
月
か
ら
の
署
名
と
山
場

の
座
り
込
み
③
「
残
業
代
ゼ
ロ

　

12
月
３
日
、
県
労
連
第
33
回

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
評
議

員
27
名
、
18
組
織
、
役
職
員
18

名
、
傍
聴
３
名
、
計
48
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

奥
村
議
長
は
、
安
倍
首
相
が

「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱

却
」
を
掲
げ
、
憲
法
の
三
原
則

を
否
定
、
改
憲
策
動
、
戦
争
法

強
行
、
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン

派
兵
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
、
社
会
保

障
全
面
改
悪
、
労
働
法
制
改
悪

を
批
判
、
ア
ベ
暴
走
政
治
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
野
党
と

市
民
の
共
闘
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

檜
山
事
務
局
長
は
、
７
月
の

定
期
大
会
以
降
の
活
動
の
と
り

く
み
に
つ
い
て
報
告
、
続
い
て

に
も
将
来
毎
月
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
ね
。（
千
葉

三
千
代
・
年
金
者
組
合
）

農
村
で
は

年
々
後
継
者
の
い
な
い
農
家
が

離
農
し
て
い
て
、
さ
み
し
い
限

り
で
す
。（
坂
本
豊
・
東
青
農

民
組
合
）

も
う
す
ぐ
雪
が
つ
も
り

自
転
車
が
乗
れ
な
く
な
る
。
バ

ス
代
が
大
変
だ
か
ら
融
雪
が
入

っ
て
い
る
古
川
〜
堤
橋
間
の
自

転
車
専
用
帯
は
助
か
り
ま
す
。

（
細
川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

最
近
仕
事
が

忙
し
く
て
患
者
さ
ん
に
や
さ
し

く
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
鎌
田
参
裕
・
健
生
労
組
）

雪
が
降
り

は
じ
め
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
時
期
が
す
ぐ
や
っ
て
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
い
ま
す
か
。
手
洗
い
、

う
が
い
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま
り
）

ス
ノ
ウ
プ
�
シ
�
�

を
せ
っ
か
く
買
っ
た
の
に
八
戸

で
は
一
度
も
使
う
必
要
が
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
今
冬
は
活
躍
の

機
会
が
あ
る
の
か
な
？
（
中
道

博
章
・
県
教
組
）

11
月
27
日

「
浜
矩
子
講
演
会
」
に
行
っ
て

き
た
。
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
。「
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
提

唱
者
。
最
近
は
そ
れ
に
「
ド
」

を
つ
け
て
「
ド
・
ア
ホ
ノ
ミ
ク

ス
」
と
言
っ
て
い
る
。〝
国
々

は
国
境
な
き
時
代
を
ど
う
生
き

る
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
こ

れ
か
ら
〞
が
テ
ー
マ
。（
長
内

一
・
建
交
労
）

　

12
月
８

日
、
「
12
・

８
太
平
洋
戦

争
開
戦
の
日

青
森
集
会
」

が
久
方
ぶ
り

に
青
い
森
公

園
で
開
催
さ

れ
、
１
２
０

名
が
参
加
し

ま
し
た
。
主

催
は
、
県
９

条
の
会
・
県

労
連
・
各
政

党
な
ど
36
団

体
が
参
加
す

る
「
戦
争
法

廃
止
を
求
め

る
青
森
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
す
。
10
・
30
南
ス
ー
ダ
ン
派

兵
反
対
青
森
集
会
で
活
躍
し
た

青
年
３
人
が
平
和
の
思
い
を
ア

か
ら
の
撤
退
」
「
戦
争
法
廃

止
」
「
ア
ベ
暴
走
政
治
反
対
」

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

春闘方針案を提案する檜山事務局長

県教育会館での報告集会

太平洋戦争開戦日を忘れない！

す
。
①
県
教
組
・
和
田
―
県
人

事
委
員
会
が
一
時
金
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
の
半
分
の
勧
告
②

県
教
組
・
一
戸
―
人
事
評
価
制

度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
全
国
よ

り
高
い
水
準
の
獲
得
③
県
国

公
・
斉
藤
―
賃
金
引
き
下
げ
違

憲
訴
訟
、
社
保
庁
解
雇
撤
回
訴

訟
の
取
組
み
④
医
労
連
・
小
倉

―
民
医
労
の
冬
の
一
時
金
闘
争

で
ス
ト
を
配
置
し
な
が
ら
３
次

回
答
の
引
出
し
⑤
年
金
者
組

合
・
田
村
―
年
金
一
揆
、
青
森

年
金
裁
判
で
の
支
援
す
る
会
の

組
織
化
、
年
金
者
組
合
女
性
部

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

①
ア
ベ
暴
走
政
治

を
許
さ
な
い
②
立
憲

主
義
を
取
り
戻
そ
う

③
戦
争
法
廃
止
④
南

ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
撤

退
⑤
改
憲
反
対
⑥
野

党
は
共
闘
、
野
党
と

市
民
も
共
闘
の
６
項

目
を
盛
り
込
ん
だ
集

会
宣
言
を
採
択
し
た

後
、
繁
華
街
を
デ
モ

行
進
、
市
民
に
「
自

衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
２
月
15
日

●
発
表
＝
３
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
314
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
312
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
鳥
居
②
右
下
の

葉
③
ネ
ク
タ
イ
④
後
ろ
の
男

の
足
⑤
左
の
女
の
子
の
髪
飾

り
⑥
左
の
女
の
子
の
そ
で
⑦

右
の
女
の
子
の
か
ん
ざ
し

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

の
活
動
⑥
西
北
五
地
区
労
連
・

神
―
戦
争
法
廃
止
、
南
ス
ー
ダ

ン
派
遣
反
対
、
日
本
平
和
大
会

の
取
組
み
⑦
三
八
地
労
連
・
新

岡
―
日
本
平
和
大
会
、
社
保
協

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
自
治
体
要
求
書

づ
く
り
の
取
組
み
⑧
私
教
連
・

蒔
苗
―
野
党
共
闘
の
成
果
と
し

て
民
進
党
の
県
会
議
員
が
私
学

署
名
の
紹
介
議
員
と
な
つ
た
、

な
ど
で
す
。

　

檜
山
事
務
局
長
の
討
論
の
ま

と
め
の
後
、
17
春
闘
方
針
案
を

満
場
一
致
で
承
認
、
終
了
し
ま

し
た
。

で
す
。
成
田
光

雄
（
年
金
者
組

合
）
、
大
高
志

保
子
（
五
所
川

原
市
職
労
）
、

鎌
田
参
裕
（
健

生
労
組
）
、
長

内
彩
菜
（
健
生

労
組
）
、
坪
弘

美
（
サ
ン
ヨ

ー
）

第
３
回
口
頭
弁
論
に
69
名

次
回
は
４
・
14（
金
）

20
万
目
標
）
⑦
戦
争
法
廃
止
、

自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の

撤
退
、
な
ど
で
す
。

　

運
動
方
針
案
の
提
案
を
受
け

て
、
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま

法
案
」
と
「
解

雇
自
由
化
法

案
」
阻
止
④
年

金
・
医
療
・
介

護
・
生
活
保
護

費
の
改
悪
阻
止

⑤
「
３
・
11
集

会
」
、
大
間
原

発
反
対
現
地
集

会
へ
の
参
加
⑥

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
の

推
進
（
県
内

年金裁判
　

12
月
９
日
、
青
森
年
金
裁
判

の
第
３
回
口
頭
弁
論
が
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
69
名
が
参

加
、
大
法
廷
は
傍
聴
者
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
裁
判
は

準
備
書
面
の
確
認
と
次
回
裁
判

を
確
認
し
て
終

了
し
ま
し
た
。

　

県
教
育
会
館

に
移
動
し
て
報

告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
横
山

弁
護
士
は
裁
判

勝
利
の
た
め
に

は
、
原
告
の
切

実
な
生
活
実

態
、
と
く
に
国

民
年
金
の
み
で

生
活
し
て
い
る

人
た
ち
の
声
を

反
映
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。
橋
場
弁
護
士

は
、
全
国
弁
護
団
会
議
を
報
告

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
弁
護

団
に
対
し
て
、
今
後
の
裁
判
の

動
向
、
裁
判
の
目
的
、
生
活
保

護
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
金
裁
判
を
支
援
す
る
会
の

檜
山
事
務
局
長
か
ら
、
①
意
見

陳
述
の
人
選
②
公
正
裁
判
を
求

め
る
署
名
推
進
③
裁
判
傍
聴
④

支
援
す
る
会
の
結
成
⑤
学
習
会

の
開
催
⑥
会
員
の
拡
大
な
ど
の

当
面
す
る
行
動
を
提
起
し
ま
し

た
。
開
廷
前
に
公
正
裁
判
署
名

２
０
４
５
筆
を
裁
判
所
に
提
出

し
ま
し
た
。
次
回
の
裁
判
は
４

月
14
日
（
金
）
14
時
で
す
。


